
　
セ
ブ
で
お
暮
ら
し
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

　
大
竹
の
後
任
と
し
て
、
３
月
２
０
日
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
平
川
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
職
は
、
外
務
省
領
事
局
の
領
事
サ
ー
ビ
ス
室
の
室
長
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
海
外
勤
務
は
今
回
が
５
回
目
で
す
。

　
セ
ブ
は
勿
論
の
こ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
初
め
て
で
、
ま
だ

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
た
だ
一
つ
言
え
る
こ

と
は
、
３
０
数
年
前
に
外
交
官
生
活
を
歩
き
出
し
た
マ
レ

イ
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
と
同
様
に
東
南
ア
ジ
ア
独

特
の
濃
密
な
空
気
と
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
る

町
だ
と
思
い
ま
す
。
と
っ
て
も
懐
か
し
く
、
あ
あ
東
南
ア

ジ
ア
に
戻
っ
て
き
た
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
着
任
し
て
短
い
日
々
で
す
が
、
接
す
る
現
地
の
方
は

み
ん
な
親
切
で
、
町
を
車
窓
か
ら
見
て
い
る
と
と
て
も
穏

着
任
の
ご
挨
拶

在
セ
ブ
日
本
領
事
事
務
所
所
長　
　
平
川
繁
行

セ
ブ
領
事
事
務
所　
山
田　
俊
哉

昨
年
9
月
、
領
事
事
務
所
に
着
任
致
し
ま
し

た
、
山
田
と
申
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 着

任
の
ご
挨
拶

や
か
で
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
治
安

の
悪
さ
は
全
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
ぶ
ん

東
京
勤
務
を
し
て
い
た
せ
い
で
、
自
分
の
中

の
危
険
セ
ン
サ
ー
の
感
度
が
相
当
低
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
願
わ
く
ば
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
印
象
が
離
任
ま
で
変
わ
る

こ
と
の
な
い
事
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

に
い
た
し
ま
し
て
も
人
様
の
国
に
住
ん
で
い

る
事
を
肝
に
銘
じ
、
現
地
の
習
慣
・
風
俗
を

尊
重
し
、
現
地
に
溶
け
込
ん
で
行
く
よ
う
に

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ブ
領
事
事
務
所
の
最
大
の
任
務
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
領
事
業
務
で
す
。
領
事
業

務
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ

セ
ブ
に
お
住
み
に
な
る
皆
様
と
共
に
歩
き
、

い
か
に
皆
様
の
セ
ブ
で
の
生
活
が
安
全
で
安

心
し
た
も
の
に
な
る
か
お
手
伝
い
を
す
る
仕

事
で
す
。
も
ち
ろ
ん
出
来
る
こ
と
と
出
来
な

い
こ
と
が
あ
り
、
時
に
は
皆
様
方
の
意
に
そ

ぐ
わ
な
い
対
応
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
可
能
な
限
り
お
手
伝
い
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
一
刻
も
早
く
こ
こ

セ
ブ
の
地
で
暮
ら
す
皆
様
方
の
お
仲
間
に
加

え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

既
に
着
任
し
て
7
ヶ
月
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
着
任
後
に
業
務
が
山
積
し
て
し
ま

い
、
ご
挨
拶
が
遅
れ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
海
外
生
活
が
長
く
、
ロ
シ
ア
勤
務
を
皮

切
り
に
北
米
、
南
米
、
欧
州
、
中
近
東
、
ア

フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
大
洋
州
と
多
地
域
に
亘

り
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
勤
務
は
韓

国（
済
州
島
）に
続
き
2
回
目
と
な
り
ま
す
。

当
地
着
任
前
は
、
南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
嶼

国
の
パ
ラ
オ
共
和
国
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
。
報
道
等
で
ご
存
じ
の
と
お
り
、
戦
後

7
0
年
に
あ
た
り
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

が
4
月
8
か
ら
9
日
に
か
け
て
、
第
2

次
世
界
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
慰
霊

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
に
パ
ラ
オ
共
和

国
を
訪
問
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ラ
オ
は
人
口

約
2
万
人
の
小
さ
な
国
で
そ
の
人
口
の
4

分
の
１
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で
あ
り
、
パ
ラ
オ

の
イ
ン
フ
ラ
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
担
っ
て
い
ま

す
。
環
境
も
人
種
も
同
様
な
の
で
す
ん
な
り

と
セ
ブ
に
溶
け
込
み
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

気
候
は
セ
ブ
同
様
年
中
温
暖
で
、
季
節
は
雨

季
乾
季
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
多
雨
多
湿
で

湿
気
の
な
い
分
セ
ブ
の
方
が
過
ご
し
や
す
い

気
が
し
ま
す
。
ま
た
治
安
状
況
は
、
銃
器
の

所
持
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
銃
器

に
よ
る
凶
悪
犯
罪
も
な
く
極
希
に
自
国
民
同

士
が
鋭
利
な
刃
物
に
よ
る
殺
傷
事
件
が
発
生

す
る
程
度
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
治
安
情
勢
の
国
か
ら
セ
ブ
に
着

任
し
た
の
で
、
在
留
邦
人
の
皆
様
、
邦
人
旅

行
者
の
事
故
・
犯
罪
被
害
の
件
数
の
多
さ
を

目
の
あ
た
り
に
し
、
決
し
て
治
安
状
況
が
良

く
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
平
和
な
パ

ラ
オ
の
生
活
が
夢
の
よ
う
で
し
た
。

セ
ブ
に
長
く
生
活
し
て
お
ら
れ
る
皆
様
方
は

私
よ
り
セ
ブ
に
お
け
る
治
安
情
報
は
把
握
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
領
事
事
務
所
の
邦

人
援
護
担
当
と
し
て
、
犯
罪
を
誘
発
す
る

環
境
を
作
ら
な
い
た
め
に
も
以
下
の
事
項
に

注
意
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

外
出
す
る
際
は
、
常
に
周
囲
の
状
況
に
気
を

配
る
。

人
通
り
の
少
な
い
道
は
さ
け
る

夜
間
の
一
人
歩
き
は
せ
ず
、
多
人
数
で
行
動

す
る
。

夜
間
の
移
動
は
自
家
用
車
ま
た
は
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
（
但
し
、
運
転
主
の
挙
動
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。）

華
美
な
装
飾
、
服
装
は
着
用
し
な
い
等
。

如
何
に
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
か
を
考
え

て
事
件
・
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

快
適
な
セ
ブ
生
活
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

仕
事
面
ば
か
り
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

私
は
仕
事
と
同
様
に
楽
し
い
こ
と
も
大
好
き

で
す
。
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ェ
ス
タ
等
へ
の
参
加

が
大
好
き
な
祭
り
野
郎
で
す
。
花
の
単
身
生

活
で
す
が
以
後
お
見
知
り
お
き
を
！

最
後
に
な
り
ま
す
が
し
た
が
、
日
本
人
会
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
、
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
着
任
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

山本隆生氏を理事に選出
セブ日本人会会則及びセブ日本人会理事選挙規約により植村俊彦氏の帰任に伴う
欠員理事の補充として ,4 月 1日付けで、山本隆生推薦理事を理事全員一致で正理

事に選出致しましたので報告致します。
三村 幸弘        会長

櫻井 絹恵        副会長

田中 研吾        財務、 情報紙、補習校校長

山本 隆生        情報紙、ホームページ

平澤 国史        書記、シニア ( 兼任 )

高谷 潤        　シニア、書記、(ID 更新担当 )

藤岡 頼光        企画、運営

平澤 国史        会則、( 会員 )

藤城 耕一        事務局、副会長補佐、( 財務 )

黒河内 直紀      企画、運営

竹谷 六未        協賛店、情報紙

神田 純一        アドバイス全般 

推薦理事指名のお知らせ
松田 和人氏 , 山中 博氏 両氏を理事全員一致で
推薦理事に選出いたしましたので報告致します。
2015 年 5 月 1 日付け

※ 4 月 1 日現在

日本人会のホームページリニューアルに伴い

セブ日本人会 FaceBook ページを作成いたしました。

https://www.facebook.com/JapaneseAssociationCebuInc

新しく着任された平川領事
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4 月 15 日に日本人会主催で半年ぶりに「土曜市」が「日曜市」として
復活しました。櫻井絹恵理事の計らいにより IPI スポーツコンプレックス
を使う事ができ多くの参加者が訪れました。広い敷地にきれいなプール
やイベント施設が整った会場は日曜市の成功に一役買ってくれたと思い
ます。また黒河内直樹理事の尽力で沢山の出展者が集まり、概算ですが
300 人を超える日本人フィリピン人の来場者が買い物や、懇親、そして
プールで水泳などを楽しんでいました。
とりわけセブ日本人補習授業校の協力で行われた餅つきは好評で作られ
たお餅は直ぐに品切れになった程です。私個人としては大竹領事の奥様
が準備なさった肉巻きおにぎりが絶品でした。それ以外でも 10 件を超え
る屋台も盛況に潤い大成功だったと思います。
今回、セブで暮らす日本人が集まる大切さを再認識させられました。普段、
顔を合わせる機会が少ない日本人同士が日曜市を切掛けに交流が行われ

日曜市の報告

たことは意義があったと思います。今後もセブ日本人会がこのようなイベントを積極的にバックアップしセブで暮らす日本人の生活を盛り
上げていこうと思います。
今回は初めてセブ日本人会主催で行われた日曜市だったこともあり告知の仕方や会場での席の確保、開催時間など改善すべき点も多く発見
できました。またボランティア団体の「誰でもヒーロー」の小学生が訪れたにも関わらず日比交流の機会を作れなかったのが反省点だと思っ
ています。
11 月 15 日に予定される次回の日曜市に向け今回の反省を生かし、会場でのイベントを増やすなどの努力をして更に盛り上げていくように
していきます。
文末になりましたが今回協力して頂いた沢山の方々に感謝します。

企画担当理事
藤岡頼光

第 1 回春のセブ日本人墓地墓参りのご報告
シニア担当理事　

　リロアンのセブ日本人墓地で 3 月 22 日の日曜日に春のお墓参りが滞りなく行なわれましたので、ご報告致します。
大竹領事ご夫妻を始め、赴任したばかりの平川領事にもご参列頂き、30 人近い方々に線香を
手向けて貰いました。どうも有り難う御座います。
当日は石田前セブ日本人会会長と櫻井副会長が 9 時半に墓地に来て、カロートの蓋を開け遺灰が入った壺を全て取り出しました。早く来られ
た鈴木ヒロシ様と、今野様の奥様にも手伝って頂き、壊れかけていた遺灰容器を新しい遺灰壷に交換して名札を張りました。
カロート内は湿気が多いので湿気を吸い取る炭を入れ、綺麗にした遺灰壺は読経の間、参列者の目に留まる場所にお花と一緒に置き準備は整
いました。
 定刻の午前 10 時半開始。
先ずセブ日本人会三村会長の挨拶で「皆様お忙しい中、今年から春分の日に合わせた春のお墓参りに参列して下さり有難う御座います。
お彼岸時は善行も悪行も過大な果報を生じるので、皆さんこの期間は良い事をしましょう。
又セブ日本人墓地も皆様のお力を始め、坂田様のご好意により新しいテントに張り替えていただき、今野様の奥様からは墓地の壁を新たに塗
装していただき、この様に綺麗になりました。どうも有難う御座います」。
引き続き石田さんによる読経、その間に参列者がお線香を上げ合掌。
参列者のお祈りが終り、全ての遺灰壺を綺麗に掃除したカロート内に戻しました。
そして石田さんより御説法を頂きました。どうも有り難う御座います。

セブ日本人墓地の生い立ち。
セブ市内のロレガ・サンミゲール市営墓地内に戦前から有った日本人墓地に、不法占拠者
が住み着き、墓石を掘り返されて無残な状態だったのを見た、セブ日本人会 5 代会長の高
橋正則様がご自身で所有されていた Calero Memorial Cemetery の土地を 1998 年に寄
付して下さいました。

その後セブ日本人会が 1 区画を追加購入し、現在の長方形と土地としました。
そして 1999 年調布市延浄寺の網代正孝住職に来て貰い、「魂の移転」の宗教手続きと「読

経」をして頂きました。
網代住職によると「墓地の移転は、旧墓地の墓石やお骨の移動は必要なく、新しいお墓

で墓地を移す読経をすれば魂の移転は済む」との事です。
この墓地移転の読経により、昭和初期からセブに永眠されていた日本人の魂が、リロア

ンのセブ日本人墓地に移ったのです。
その後、すみれ会の皆様にお墓の掃除や、お参りをして貰っていましたが、2006 年に

当時の作永領事と石田日本人会長ご尽力で、セブ日本人会が管理するようになりました。
又、前日本人会理事の方々の呼びかけで、沢山の人から寄付を頂き 2013 年に立派な墓

地が完成しました。関係者の方々には、深くお礼を申し上げます。



PTN トラベル
(032)-340-7910/495-8521
c/o Shudou Jyuku Brgy, Lapu-lapu

オプショナルツアー

まずは気軽に日本人スタッフ　直通ダイヤル 0917-622-0373
までお電話してみて下さい。

セブ在住だけどまだ余りセブやボホールの観光をしたことがない、、、、
日本から友達が来るので、一緒に出かけたいけどガイド出来るほどよく
知らない、、、、　などお悩みの方は、是非とも弊社までお尋ね下さい。
格安料金でのホテル手配やオプショナルツアー手配など様々なプランの
ご相談を賜ります。アイランドピクニックから市内観光、ボホールツアー、
楽しいツアーをご提供いたします。

セブ市内観光
アイランドピクニック
ボホール島1日観光
みどころツアー（夜景観賞）
ナイトシティツアー
わくわくマクタン島めぐり
カワサンフォールツアー
ニューハーフショー＆ディナー
シャングリラビーチツアー

US＄60
US＄80
US＄120
US＄55
US＄55
US＄30
US＄95
US＄55
US＄95～

その他多数、用意してます！！上記料金は、大人お
一人の料金です。子供料金もあります。セブの海
を楽しみたい方、お気軽にお問い合わせ下さい。

広告募集中です。セブ島通信の印刷費は
広告料金でまかなっています。ぜひご協
力ください。

【広告料金】
①　3 分の１　2 段　　800 ペソ
②　2 分の１　2 段　1,200 ペソ
③　3 分の 2 　2 段　1,600 ペソ
④　全幅　　　2 段　2,400 ペソ

【お願い】
①　最低６ヶ月は継続して下さい。
②　この 3 号分は同一原稿です。
③　お支払いは前金原則です。
④　完成した原稿をご用意下さい。

【お申し込みは】
セブ日本人会事務局
電話：032 － 343-8066
FAX：032 － 343-7663

終わらないパーティ
JR EXPRESS    畑林　あや

 パーティー大好きなのはフィリピン人だけではありません。先日、いつもお世話になっているコンドミニアムのオーナーさんから夕食にお誘い
頂きました。コンドミニアムの屋上でやるというので、そちらにお住まいのロングステイヤーさん達もお誘いしました。
屋上からの素敵な景に囲まれ、オーナーさん親族も大勢参加し、午後 5 時からパーティが開始しました。日本が大好きなオーナーさん側の親族は、
日本人の参加をとっても喜んで下さりました。ロングステイヤーＨさんは、手作りのちらし寿司や、肉じゃがもお持ち下さりみんなからも大人気。
オーナーさん側からは刺身や焼き肉、フィリピン料理などもご用意下さりお腹もいっぱい。そうなると・・・ここはフィリピン。
飲み始めます。とにかく飲みます。 ビールに始まり、赤ワイン白ワイン・・・みんなでどれだけボトルを開けたのでしょうか・・・もちろん、
飲むとおしゃべりも進みます。 英語、日本語、ビサヤ語が飛び交います。そして、そうなるともちろんパーティに欠かせない音楽が始まります。
マイクや楽器のセッティングまでして本格的。そしたら絶対始まります。ダーンス！もう、こうなると誰にも止められない。日本人フィリピン人、
全員でダンスが始まりました。屋上がディスコになっている・・・笑

パーティは 11 時過ぎまで続き、ロングステイヤーさんもオーナーさん達もみんなべろんべろんになって帰宅。
オーナーさん側からの「Ｈさん夫婦が帰国する前にまた集まろう！」という提案で、翌翌日はオーナーさん宅でホームパーティ !! そして私たち
はまた、２日後にまた同じメンバーで集結！笑前回のパーティの時、オーナー側の男性陣はまだ終わりたくなかったようで「家に帰ってから、パー
ティを切り上げたのを怒られちゃったのよ…笑」と奥様が漏らしていました。 私たちも本当に楽しかったです！ 国籍も年齢も違う人々がこう
やって集まり交流できる時間ってすごく素敵。これが海外で生活をする際の楽しみの一つですよね。

訃報
　セブ日本人会会員の徳永敏之様が不整脈による冠動脈疾患で

2015 年４月１８日（土）永眠いたしました。享年８３歳でした。

心よりお悔やみ申し上げます。

セブ日本人墓地埋葬にご協力いただきました皆様に謹んでお礼を

申し上げます。
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写
真
と
ダ
ン
ス
と
私
と 

＠
セ
ブ

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー / 

会
社
員     

                                 

田
中
真
柚
子

  

セ
ブ
に
来
た
の
は
、
当
時
の
自
宅
の
ご
近
所
さ

ん
に
「
セ
ブ
行
っ
て
み
る
か
？
」
と
誘
わ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
私
も
大
学
卒
業
間
近
で
、

ど
こ
で
も
い
い
か
ら
海
外
に
行
け
た
ら
い
い
な
～

と
考
え
て
い
て
、
就
活
さ
え
も
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
、「
わ
、
行
き
ま
す
！
」
と
す
ぐ
に
お
返
事

し
ま
し
た
。
本
当
に
深
く
考
え
ず
、
軽
い
ノ
リ
で

し
た
ね
。
そ
こ
か
ら
、
現
在
の
職
場
の
代
表
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
セ
ブ
に
渡
り
、
イ
ン
タ
ー
ン

と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。
最
初
は1

年
間
の
予

定
で
し
た
が
、
私
が
ゆ
っ
く
り
し
た
性
格
で
あ
る

こ
と
や
ダ
ン
ス
が
好
き
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

す
っ
か
り
セ
ブ
が
気
に
入
っ
て
し
ま
い
、
滞
在
し

て
も
う1

年
半
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
大

学
で
写
真
を
学
ん
で
い
た
の
で
、
写
真
撮
影
の
仕

事
も
受
け
て
い
い
よ
っ
て
い
う
こ
と
で
、
途
中
か

ら
正
社
員
に
な
り
ま
し
た
…
あ
、
名
乗
り
遅
れ
ま

し
た
、
田
中
真
柚
子
（
タ
ナ
カ 

マ
ユ
コ
）
と
申

し
ま
す
。
セ
ブ
で
は
マ
ユ
ち
ゃ
ん
や
マ
ユ
ユ
や
ら

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
福
岡
生
ま
れ
沖
縄
育
ち
、
大

学
時
代
は
福
岡
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
日
本
に
帰
ろ
う
と
思
え
ば
い
つ
だ
っ
て
帰
ら
れ
る
の
で

す
が
、
セ
ブ
で
は
自
分
発
信
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
て
、
そ
れ
の
ど
れ
か
を
実
行
す
る
ま
で
は
帰

れ
な
い
か
な
と
勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
帰
っ
た

時
に
、「
セ
ブ
で
こ
う
い
う
こ
と
し
て
き
た
ん
だ
よ
～
」
っ

て
言
い
た
い
ん
で
す
ね
ー
。
今
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
目
標

は
、
写
真
展
の
開
催
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
ダ
ン
ス
を
教
え

チ
ー
ム
を
組
ん
で
ス
テ
ー
ジ
で
踊
る
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。（
ス
ポ
ン
サ
ー
様
募
集
中
で
す
笑
）
考
え
る

だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
日
々
の
メ
イ
ン
の
業
務
自
体

も
楽
し
い
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り

な
の
で
四
苦
八
苦
。
疲
れ
で
土
日
の
休
日
も
ダ
ラ
ダ
ラ
と

し
が
ち
で
、
そ
の
後
の
仕
事
に
も
活
力
が
出
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
な
ん
と
か
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
で
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
い
え
ば
、
日
本
人
の
友
人
に
誘
っ
て

も
ら
っ
て
食
事
に
行
く
こ
と
は
多
い
で
す
。
セ
ブ
に
来
た

当
初
、
職
場
の
先
輩
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
る
方
の

誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
の
で
す
が
、
日
本
人
の

若
い
方
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
そ
の
時
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
一
言
目
で
「
セ
ブ

の
性
に
つ
い
て
な
ら
私
に
任
せ
て
」
と
言
っ
た
女
先
輩

（
笑
）。
他
に
も
日
本
で
は
出
会
わ
な
さ
そ
う
だ
な
ー
と
思

え
る
方
が
多
く
て
、
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
口
下
手

で
話
す
こ
と
が
苦
手
な
の
で
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
は
馴
染

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
も
そ
う
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
で
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
た
り
、
食
事
に
誘
っ

て
い
た
だ
い
た
り
で
、
自
然
と
仲
間
入
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
日
の
集
ま
り
で
は
、
レ
ン
ズ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
作
っ

て
い
る
工
場
で
働
い
て
い
る
方
々
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
何
か
仕
事
に
繋
が
る
！
と
か
そ
う
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
写
真
を
や
っ
て
い
る
私
と
し
て
は
カ
メ
ラ

に
関
わ
っ
て
い
る
方
の
話
を
聞
け
る
の
は
嬉
し
い
で
す

ね
。
そ
う
い
う
工
場
で
働
い
て
い
る
方
々
は
、
意
外
に
写

真
を
撮
ら
な
い
と
か
（
笑
）。
ち
ょ
っ
と
し
た
裏
話
が
面

白
い
で
す
。
あ
と
若
者
の
集
ま
り
で
思
う
こ
と
と
い
え
ば

…
綺
麗
な
女
性
が
多
い
！
お
姉
さ
ん
達
は
ほ
ん
と
優
し
く

し
て
く
れ
ま
す
し
、
信
頼
で
き
ま
す
。
セ
ブ
で
出
会
う
女

性
は
素
敵
な
方
ば
か
り...

撮
影
の
モ
デ
ル
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
若
者
の
皆
さ
ん
に
限
ら
ず
、
セ
ブ
の
日
本
人
の
皆
さ
ん

に
は
、
日
々
助
け
て
い
た
だ
い
て
、
楽
し
い
経
験
も
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
♪

2
0
1
5
年
3
月
2
8
日
、
セ
ブ
島
で
第
1

回
M
i
s
s
D
r
e
a
m
C
o
n
t
e
s
t
が

開
催
さ
れ
た
。 

コ
ン
セ
プ
ト
は
『
美
容
の
力
が

女
の
子
の
輝
き
を
引
き
出
す
。
そ
の
輝
き
が
世
界

を
変
え
る
』。 

「
す
べ
て
の
女
の
子
が
輝
け
る
世

界
を
目
指
し
て
」
を
理
念
に
活
動
す
る
日
本
の
女

子
学
生
団
体
B
e
l
a
V
i
r
i
n
o
が
、
美

容
を
通
し
た
国
際
協
力
を
行
う
た
め
の
第
一
歩
と

し
て
主
催
し
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
国
際
協
力
で

あ
る
。 
こ
れ
は
B
e
l
a
V
i
r
i
n
o
メ
ン

バ
ー
が
既
存
の
国
際
協
力
に
対
し
て
違
和
感
を
感

じ
た
事
か
ら
始
ま
っ
た
。 

「
自
分
た
ち
に
も
で
き

る
、
本
当
に
意
味
の
あ
る
支
援
と
は
何
だ
ろ
う
…
」 

B
e
l
a
V
i
r
i
n
o
メ
ン
バ
ー
は
、
自
分

た
ち
を
実
際
に
救
っ
て
く
れ
た
「
美
容
」
と
い
う

ツ
ー
ル
を
用
い
て
、
国
際
協
力
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
な
い
か
と
考
え
た
。 
女
の
子
に
と
っ
て
美
容

は
、
外
見
を
整
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
自

信
や
内
面
の
輝
き
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
魔
法
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

「
可
愛
く
な
り
た
い
」
と
い
う
女
の
子
の
思
い
は
世
界

共
通
で
あ
り
、
そ
こ
に
貧
富
の
差
は
関
係
な
い
と
考
え
た
。 

そ
こ
で
、
ま
ず
実

際
に
セ
ブ
の
貧
困
地
で
メ
イ
ク
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
み
た
。 

す
る
と

想
像
以
上
に
女
の
子
た
ち
は
喜
ん
で
く
れ
て
、
み
ん
な
み
る
み
る
笑
顔
に
な
っ

て
い
っ
た
。 

美
容
の
力
を
確
信
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、「
美
容
を
通
し
て
貧
困
層

の
女
の
子
の
内
面
の
輝
き
を
引
き
出
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
大
勢
の
人
に
認
め

て
も
ら
え
る
ス
テ
ー
ジ
を
作
ろ
う
！
」「
そ
う
す
る
事
で
女
の
子
た
ち
は
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
、
自
分
自
身
の
手
で
環
境
を
変
え
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。」
と
考
え
た
。 

そ
こ
か
ら
B
e
l
a
V
i
r
i
n
o
は
半
年
間
、

M
i
s
s
D
r
e
a
m
C
o
n
t
e
s
t
に
向
け
て
駆
け
抜
け
て
き
た
。 

様
々
な

企
業
や
N
P
O
団
体
の
ご
協
力
の
も
と
、
無
事
出
場
者
5
人
が
決
ま
り
、
3
月

に
は
メ
ン
バ
ー
全
員
が
現
地
入
り
し
て
顔
を
合
わ
せ
た
。

 

出
場
者
の
女
の
子
た
ち
は
、
初
め
は
み
ん
な
と
て
も
シ
ャ
イ
で
あ
ま
り
言
葉
を
交

わ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

し
か
し
少
し
ず
つ
取
材
を
行
い
距
離
が
近
づ
い

て
く
る
と
、
自
分
か
ら
ス
ピ
ー
チ
の
原
稿
を
考
え
て
き
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
た

り
、
家
に
招
待
し
て
く
れ
た
り
し
た
。 

そ
し
て
み
ん
な
、
ど
ん
ど
ん
美
し
く
な
っ

て
い
っ
た
。 

歩
き
方
も
、
振
る
舞
い
も
、
話
す
内
容
も
、
み
る
み
る
成
熟
し
、

B
e
l
a
V
i
r
i
n
o
メ
ン
バ
ー
は
美
容
が
持
つ
底
力
を
実
感
し
た
。

 

そ
し
て
当
日
。 

み
ん
な
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
そ
れ
で
も
笑
顔
を

振
り
ま
き
な
が
ら
や
っ
て
き
た
。 

3
0
0
人
ほ
ど
の
観
客
が
見
守
る
中
、

M
i
s
s
D
r
e
a
m
C
o
n
t
e
s
t
は
開
幕
し
た
。

 

ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
た
出
場
者
た
ち
が
登
場
す
る
度
に
歓
声
が
上
が
っ
た
。
ま
ず
は

5
人
全
員
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。 

み
ん
な
違
う
ジ
ャ
ン
ル
で
観
客

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。 

そ
の
後
な
ん
と
、
日
本
の
準
ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー
ス
で
あ
る

西
内
ひ
ろ
さ
ん
が
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
、
会
場
が
沸
い
た
。 

そ
し
て
い
よ

い
よ
、
出
場
者
全
員
の
夢
に
つ
い
て
の
ス
ピ
ー
チ
。 

涙
を
流
し
な
が
ら
自
分
の
環

境
や
、
思
い
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

 

会
場
は
感
動
に
包
ま
れ
て
い
た
。 

み
ん
な
余
り
に
も
素
晴
ら
し
す
ぎ
て
、
本

当
に
審
査
は
難
し
か
っ
た
。 

日
本
で
行
っ
た
W
e
b
投
票
、
会
場
投
票
、

B
e
l
a
V
i
r
i
n
o
メ
ン
バ
ー
の
投
票
を
合
わ
せ
て
、
一
位
二
位
が
1
票
差

で
決
ま
っ
た
。 

優
勝
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
3
の
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
。 

彼
女

は
父
親
が
刑
務
所
に
い
て
、
今
は
叔
父
の
家
の
屋
根
裏
に
家
族
8
人
で
住
ん
で
い

る
の
で
、
教
師
に
な
っ
て
い
つ
か
家
族
の
た
め
の
家
を
建
て
る
事
が
夢
だ
と
語
っ

た
。 

　
そ
し
て
も
し
で
き
る
こ
と
な
ら
ダ
ン
サ
ー
に
も
な
り
た
い
、
と
。 

普
段
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
で
常
に
笑
顔
の
彼
女
が
、
ス
ピ
ー
チ
の
間
は
ず
っ
と
涙
を
流
し
て
い
た
。 

他
の
出
場
者
も
「
M
i
s
s
D
r
e
a
m
C
o
n
t
e
s
t
を
通
じ
て
自
信
が
つ

き
、
以
前
よ
り
も
も
っ
と
輝
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。 

今
後
も
出
場
者

の
女
の
子
と
は
継
続
的
に
関
わ
り
、
彼
女
た
ち
の
夢
の
実
現
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

 

こ
う
し
て
第
1
回
M
i
s
s
D
r
e
a
m
C
o
n
t
e
s
t
は
大
成
功
を
収
め

た
。 

第
2
回
は
2
0
1
5
年
9
月
、さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
コ
ン
テ
ス
ト
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
開
催
す
る
予
定
だ
。 

少
し
ず
つ
、
で
も
確
実
に
、
女
の
子
の
輝
き
で

世
界
を
変
え
て
い
く
。

第
一
回

ミ
ス
・
ド
リ
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト

大
塚
杏
里
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 フィリピン・セブ島に住む日本人のコミュニティーです。メンバーは多岐に渡ります、い
わゆる個人事業主や企業のマネージャー学生とセブを良く知る人たちの集まりです。
　リタイヤされている方も多く　幅広い年齢層に会えるのが特徴です

相互扶助と情報共有　楽しくをモットーにしております。いわゆる仲良しクラブですね初
参加の方々など毎回いてお友達作り　情報収集　いろんな相談　など　役に立ててる事も
あるのではないかなと思っております。
友達が友達を連れて来たらこんな感じになりましたというグループです。
　
不定期でみんなでスポーツを楽しんでいます。 主に野球をやっていますが、フットサル、
バレーボール、ボーリングなどいろいろとチャレンジします。
先日はフィリピンの高校生（日本では中学生）とソフトボールのボランティア試合をしま
した。
こちらは、下は 26 歳～７０歳代と幅広い年齢層で挑みましたが　見事！　コールドゲーム

X-1 CLUB

を逃れる事に成功
7 回までしっかり試合が出来ました。　もちろんぼろ負けです。　最後に有志による　寄付をして来ました彼女達の次の大会の費用に充てられる
との事です。

また年に２回、メンバーとその家族を交えてビーチでのバーベキューパーティなども行っています。毎回 50 名以上が集まり　ワイワイ楽しくやっ
ております　すいか割りなどのイベントで子供たちも楽しんでおります。

年会費や会費などはなく、あくまでも　仲良しの集まり　イベントごとに参加費を支払ってもらっております、ちなみに前回のパーティーの参加
費は５００ペソ　お好み焼き　ソーセージ　焼きそば　寄せ鍋　おにぎり　などなど　結構おいしい料理がおなか一杯食べれて、お酒もあるので
お得？なのではないでしょうか？　興味のある方はお問合せ下さい . 

前野　義君　09176248877

　ある日、ズボンが太ももを通りにくくなったことに気付いた。「生理前やけんむくんどるだけ」「洗濯したけんズボンが縮んだ」と歯切れの
悪い理由をいくつも思い浮かべるが、鏡にうつった自分の姿が「観念しろ、太っただけ」と冷たく言い放ってくる。女性誌で毎月のように組
まれるダイエット特集に目を通し、もっとも健康的でなおかつ続けられそうなものを選ぶことにした。それが 6 年前にマラソンを選んだ理由
である。
　2013 年にセブ島の語学学校に留学し、2014 年末から縁あって卒業した語学学校で働き始めることになった。甘く、脂っこい高カロリー食が
豊富のフィリピンで生活にするにあたって、体系を維持するためには日本にいたときよりも真剣に運動に関して取り組まなくては！ そう思い、
セブ島で開かれるマラソン大会情報を調べてみると、意外とある、ある。小さい頃によく飲んだ飲料メーカーミロ主催の大会、地元大手スーパー
チェーンのガイサノ主催のもの、セブマラソンなど大なり小なりたくさんあった。セブ島のマラソン大会に出場し始めて、ここならではの文
化がたくさんあることが分かってきた。
　3 つほど大会に出て分かったこと、それはどの大会も開催時間がおそろしく早いことだ。日中の暑さによるランナーの熱射病を防ぐためか、

ラテン系ノリノリダンスから始まるセブのマラソン大会

English Fella マネージャー         田中里美

はたまた交通規制がしにくいためか、フルマラソンなら夜中の 3 時、ハーフマラソ
ンなら明け方 4 時がスタート。集合時間が各スタートタイムの 1 時間前なので夜
中 2 時頃にのそのそと起きて、集合場所へタクシーで向かう。そして、ほとんどの
ランナーが記念品としていただくマラソン大会オフィシャルユニフォームを着用す
る。
日本の大会ならランナーそれぞれがお気に入りのユニフォームを着て、さながら
ファッションショーのような人もいるが、セブではみんなが同じ服を着るため、見
失った友人との再会は不可能に近い。応援する側も団子状態のなかから特定の人を
見つけ出すのは困難を極める。
体操と称したズンバダンスが行われる。鍛え抜かれた筋肉をまとった 3 人ほどの
ズンバダンサーがステージにあがると、夜中だろうが何だろうが「私たちは踊りた
いのよ」といった感じで、大音量でズンバを踊りだす。ランナーたちもそれを真似
し始める。ちょっとでも良いタイムを出そうと体力を温存しておきたいランナーに
とってはつらいところだが、眠い頭を覚ますには最高のカンフル剤となる。

私のようなちゃらちゃらした亀足ランナーには特に良い刺激だ。ちなみに、以前出たガイサノマラソン大会ではランナーのわずか十数メート
ルのところから、スタートを記念する打ち上げ花火がバンバン上がり、その爆音と火花に本気で腰を抜かしそうになった。
　まだ星が夜空に瞬いている時間だというのに、私はなぜセブの街を走っているんだろうかと最初は変な感じになった。ただ、交通量は少な
く気温も低いのでとても走りやすい。エイドにも水とエナジードリンクがたっぷりと用意されており、かわいいフィリピーナが笑顔でにっこ
りと水をくれると、心と体の渇きが癒される。たまにバナナが置いてあると「おぉ～、本場フィリピンバナナがエイドに！」なんてふだん以
上に感動してしまう。交差点には必ずスタッフがおり、ジプニーやトライシクルの通行を制限してくれている。おっちゃんもおばちゃんもみ
んなが手を振ってくれる。さすがホスピタリティの国フィリピン、沿道の応援がとても心地よい。ジプニーのドライバーもピーナッツを売るおっ
ちゃんも、朝帰りのおネエちゃんもみんな笑顔だ。そして太陽が上がる頃、爽快感に包まれてゴールする瞬間は何にも替えがたい感動がある。
沈む夕日に向かって走る日本のマラソンよりも、昇る朝日を拝みながらゴールする方がなんだか縁起も良さそうだ。

　日本の大会だと早いところなら大会当日の半年前からエントリーを締め切るが、フィリピンは運が良ければ 3 日前でもエントリーを受け付
けてくれるところもある。これは留学生のような短期滞在者にはとてもよい。街中でマラソン大会の告知を見つけたとき、それが仮に今週末
開催のものだったとしても、まずは問い合わせてみよう。きっと心温まるステキな思い出ができるはずだから。
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　2013 年 12 月、台風ヨランダ支援のため、単身セブに乗り込んできたのが、私とセブ、そして DAREDEMO HERO との出会いでした。まさ
かその時は、自分が数か月後に仕事を辞め、セブに移住することになるとは、想像もしていませんでした。
＜セブ島にたどり着くまで＞
　私は、セブへ移住する 2014 年 4 月までは、東京で公務員をしていました。といっても、大学を卒業してそのまま公務員という、一般的な
コースとはだいぶかけ離れた「常識はずれの公務員」でした。大学を卒業すると同時に、念願の精神保健福祉士という国家資格を取得。周
囲の期待をよそに、カナダへワーキングホリデーに行き、そのままアメリカ・メキシコを放浪。帰国後は、精神科でソーシャルワーカーと
して勤務。そんな中、「本当の福祉」とは何だろう。という疑問がうまれ、自分自身で抱えきれなくなってしまいました。
　そこで、仕事を辞めて世界一周ボランティアの旅へ。私は中学生のころから「いつか世界のどこかで、子供たちのために何かをしたい」
という夢をぼんやりと持っていました。タイ・ラオス・インド・マラウイ・ペルーでボランティア活動を行い、日本に戻ったところで、東
日本大震災が起こりました。実家が福島県の私にとって、それは他人事ではありませんでした。すぐに被災地に入り、ボランティア活動を
開始。奇しくもその年の 4 月から、「公共の福祉」を目指した結果、たどり着いた公務員へと転職。週末、有給、さらにボランティア休暇を
フルに使い、東北に通い詰めました。
　そんな中、台風ヨランダのニュースが飛び込んできました。それはまさに東北と同じような惨劇。さっそく残り少ない有給を使い、単身
セブに乗り込みました。その際、そんな飛び込みボランティアを受け入れてくれたのが DAREDEMO HERO でした。

＜台風支援で感じたこと＞
　早速向かったレイテ島の避難所で、私は東北の避難所とは全く違う光景を目の当たりにしました。状況的にいえば、日本のそれとは比べ
ものにならないほど劣悪な環境でした。その反面、人々はみな笑顔で、「メリークリスマス！」と声をかけてきてくれるのです。日本では、
震災から半年以上過ぎたクリスマスですら、自粛モードが広がっていました。その時、台風からたったの 1 ヶ月でこの明るさはなんなんだ？
と驚かされました。
　その時はじめて、DAREDEMO HERO 代表ひろさんの話していた「自分が悲しい顔をしていると、周りも悲しくなる。自分が悲しくても笑っ
ていれば、周りも笑ってくれる。だから自分は笑っているんだ」というフィリピン人の「利他精神」を目の当たりにしました。そして、こ
んな生き方がしたい！と強く思いました。

＜ DAREDEMO HERO での生活＞
　思い立ったらすぐ行動の私です。DAREDEMO HERO の理念に共感した私は、仕事を辞めて是非、団体のお手伝いをしたいと代表に相談し
たところ、はじめは「給料は出さないので、他に仕事がなければ雇えない」と断られました。そこで 2 月にもう 1 度来比し、アルバイトの
仕事をこっそり決め、3 月には公務員を辞め、4 月には DAREDEMO HERO のスタッフとして、セブでの生活をはじめました。
　セブへ移住する際に、目標としていた「レイテ島学校再建」も多くの方々のご協力のもと、無事達成し、現在もその教室を拠点に、被災
地の支援活動を続けています。また平日は 25 人の奨学生の昼食を準備したり、宿題を見たり。週末はボランティアやスタディーツアーに参
加いただく日本人の方々のご案内と、休む暇がないほど大忙しの毎日です。しかし、そこにはいつも子供たちの笑顔と、参加者様のキラキ
ラした眼差しがあります。

＜今後の活動＞
　世の中は空前の「セブ留学」ブームです。たくさんの日本人の方々が、「留学」を目的に、セブにいらっしゃいます。DAREDEMO HERO で
は、そんな学生の皆さんがここセブで、英語だけではなく、世界に羽ばたくグローバルな視点を持っていただけるよう、スタディーツアー
を開催しています。ツアーの中で、貧困層の子供たちと触れ合うことで、今まで自分に見えていなかった価値観や考え方を見つめなおすこ
とができます。また、英語を学ぶ本当の意味に気付く参加者様もたくさんいます。そうして新しい価値観を手に入れた多くの日本人が、将来、
世界の抱える問題を解決する一員になってくれることを期待します。
　DAREDEMO HERO では、必要としている方に必要な物資を届ける「目に見える直接支援」を続けています。私たちは、いつまでもご支援
者様と、助けを必要としている人々の「懸け橋」となるよう、人々に寄り添った支援を続けていきます。

＜ご寄付のお願い＞
　DAREDEMO HERO は、「貧困問題の根本解決」を目指し、貧困層の子供たちに教育支援を行う団体です。私たちの活動は、ご支援者様のご
寄付により運営しております。ご寄付の 100％を子供たちのために使わせていただき、スタッフの人件費等には一切使用しておりません。
　子供たちの夢の実現のため、フィリピンの貧困問題の根本解決のために、皆さまのご支援・ご寄付をお待ちしております。どうぞよろし
くお願いいたします。

DAREDEMO HERO との出会い         
 DAREDEMO HERO スタッフ    内山　順子

＜お問合せ＞
【HERO'S HOUSE（ヒーローズハウス）】

住所：800 highway 77 talamban cebu city  
電話番号：0917-628-6689
ホームページ　　http://www.daredemohero.com/
団 体 Facebook　　https://www.facebook.com/
DaredemoHero2013
ブログ　　　　　http://ameblo.jp/daredemo-hero-inc/
Twitter　　　　　https://twitter.com/DAREDEMOHERO

【ご寄付お振込口座】　
支店番号 060            南都銀行南支店・普通
口座番号 2112810   　DAREDEMO HERO（山中博）

 CEBU-TOH-TSUSHIN  (THE JAPANESE ASSOCIATION, CEBU INC.) 2015  MAY.  VOL 146(6)



電話：(032)495-7728 or 495-8372
携帯：0917-321-6349(日本語可)
場所：Anemone Resort 内
　　   Buyong, Maribago, Lapu-lapu City

日本人インストラクターが5人常駐！！ダイビング
が初めての方やお一人で参加される方にも安心。
少人数、安全そしてきめ細かなサービスで快適
なダイビングを約束♪またセブ島の南サンタンダ
ー、モアルボアル、ボホールにも支店（もちろん日
本人インストラクター常駐）がありますので、マク
タン以外の海を潜りたいダイバーの方は、ぜひこ
ちらも潜ってみてはいかがですか？

セブ島通信を見て事前に
ダイビングをご予約された方
オリジナルTシャツ贈呈＆ランチ無料！

Emerald Green Diving Center
エメラルドグリーンダイビングセンター

プロモ期限：当セブ島通信発行年月より１年間

☆★ ジンベエツアー開催 ★☆

・無料チェックアップ

以下IDをお持ちの方へ限定特典

(032)505-6875

ワウ・セブ歯科医院

最新設備で一般治療、矯正、ホワイトニング
VISA・MASTER利用可能

日本人会ID、ﾒﾌﾟｻ社員証、語学学校ID

・全治療１０%割引

10AM - 7PM 月～土
【セブ市店】

(032)414-0775
焼肉若松よりアヤラ側20m
アヤラから車で5分

空港5分のマリーナモール
Main Office Building２階　 

【マクタン店】

ジャパニーズヘルプデスク奮闘気
チョンワ病院 JHD 日本人スタッフ

福岡愛巳

 こんにちは。ジャパニーズヘルプデスクの福岡です。日本の春休みも終了し、JHD としては患者様数のピークが過ぎたところです。セブは夏

が到来し毎日暑いですが、皆様体調は崩されておりませんでしょうか。

夏ということで注意して頂きたい「脱水」について少し書かせて頂こうかと思います。脱水とは「体内の水分量が不測した状態」と定義されま

す。その原因として①水分摂取が不足する状態②水分喪失が過剰する状態の 2 つに分けられますが、2 つ同時に進行することが珍しくありませ

ん。水分喪失とは、汗をかく以外にも下痢や嘔吐が継続すること、また発熱により発汗の増加や呼吸数の増加によって不感蒸泄（無意識の水分

排泄）の割合が増加することでも引き起こされます。特にお子様は汗をかきやすく、不感蒸泄も多い上に元々体内水分量が少ないこと、年配の

方はノドの乾きに気付きずらく、また汗をかきにくいために、摂取水分量の減少に気付きずらいことで、脱水を起こしやすいといわれています。

また脱水は必ずしも長時間の屋外滞在や運動等で引き起こされるだけでなく、室内でも可能性はあります。この脱水予防のために、夏場の暑い

時期には皆さん水分摂取をというのは心がけておられるとは思います。しかしここで注意して頂きたいのは、水を飲むだけでは脱水は必ずしも

予防できないという点です。水分と一緒にカリウムやナトリウム、クロールといった重要な電解質も失われるため、この補充も非常に重要です。

脱水が進行することでふらついたり心臓の動きに異常をきたすのは、この電解質が失われているからです。ですので、水と同時にスポーツドリ

ンクで電解質も補充することが大切です。またセブでどこででも見かけて手軽に飲むことのできるココナッツも実は電解質をたくさん含んでい

ますのでオススメです。皆さん脱水にならないようにお気をつけ下さい！

インターンシップ & 語学学習 ( 大学生 )
小泉春貴

　なぜセブ島なのか？その答えは私の場合の理由は経費が単純に安いこととセブ＝リゾー
トから絶対たのしいとこだなというイメージからでした。私は滞在期間が５ヶ月と短かっ
たですが大学生ながらに数々の経験ができました。
　まずセブでのインターンシップと聞くと何を思いつくでしょうか？語学学校が一番有名
だと思います。がしかし私は日系のコールセンター業務をする企業にてお世話になってい
ました。もちろん業務は全部英語、フィリピンスタッフとも英語、日常生活も英語、何て
ことをイメージして渡比しましたが、実際、業務は日本語のみ。最初は社会人経験もなく
アルバイトも飲食店しかしたことがなかったので電話対応自体に難しさを覚えました。

 仕事に慣れてくると何がしたくなるか。遊び、遊び、遊びの一択。がしかし、留学当初英語を使うことに経験も自信もない私はたかが外出に
もビビっていました。１, ２ヶ月は積極的に話せなかったのが正直なところです。２ヶ月目くらいに出会った英語学校の先生が本当にマッチす
る先生で、そこから私の英語に対するスタンスが変化し、そこから会話力も上がったと思っています。コミュニケーションが楽しくなりました。
　仕事にも慣れ、英語もイケそうとなり、では休日は何をするのか？海？いやいや毎週はいくら世界有数のリゾート地セブと言えども飽きます。
ディズニーランドみたいな遊園地？お世辞にもクオリティが高いとは言えない遊園地がありますが、一回行けば満足です。クラブ？私はお酒も
パーティーも好きでしたのでとても良い空間に感じましたが、嫌いな人は魅力に感じないかもしれないです。さらに私の趣味はサッカーでセブ
でもしたいなと思っていました。そこで出会ったのが日本人とその他諸々の国から来ている在比外国人によって構成される草サッカーチームで
した。年齢も国籍も様々な人たちとやるサッカーは新鮮でセブでの思い出の大きな割合を占めています。大会に参加して優勝してしまうという
体験もしてしまいましたし。
　振り返るとノリと純粋に英語を勉強したい気持ちだけで行ってしまったセブでしたが、結果的に予想以上の体験をして日本に帰国することが
できました。そこで出会った人たちの多くが刺激的で魅力的でした。今年の４月から新社会人になりましたが、この経験を生かすも殺すも自分
次第です。（できれば英語をいずれ仕事に生かしていくのが目標）兎にも角にも近いうちにまたセブに遊びに行くことは間違いないでしょう。

広告募集中です。セブ島通信の印刷費は広告料金でまかなっています。ぜひご協力ください。

【広告料金】①　3 分の１　2 段　　800 ペソ
②　2 分の１　2 段　1,200 ペソ
③　3 分の 2 　2 段　1,600 ペソ
④　全幅　　　2 段　2,400 ペソ

【お願い】①　最低６ヶ月は継続して下さい。
②　この 3 号分は同一原稿です。
③　お支払いは前金原則です。
④　完成した原稿をご用意下さい。

【お申し込みは】
セブ日本人会事務局
電話：032 － 343-8066
FAX：032 － 343-7663
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★飲食店
【セブ市】
遊々亭（和食）
般若・八階園（和食）
らーめん亀吉（らーめん）
さっちゃん（お好み焼き）
　タランバン店のみ
悟空（和食）
　バニラド店 / マボロ店
ミッキーズ（ケーキ）
Q 兵衛（和食）
よねさん（和食）

Jazz'n Bluz( レストバー )
TYMAD BISTRO( フランス料理 )
夢屋喜兵衛（和食）
お福さん（和食）

★食材店
町屋マート（和食材）

★ホテル・ビーチリゾート
アネモネリゾート（マクタン）
ルビリゾート　（サンタンダー）
ホテルエイシア（セブ市）

★ダイビング・マリンスポーツ
アクア・マリン・オーシャン・ツアー
ブダンディン・マリン・ダイバー
アクアバディス
エメラルドグリーン
　・ダイビングセンター
　マクタン店、サンタンダー店、
　モアルボアル店、ボホール店

協賛店一覧 割引き、もしくは特別サービス御座います。
必ず会員証をご持参ください

★レジャー・スポーツ
セブトップ

（遊覧飛行、体験飛行）
ターゲットゼロ（射撃場）

★美・健
スパ ･ クルール

（スパ・フェイシャル）
ファウンテン・アロマ

（マッサージ）
ワウ・セブ歯科医院（歯医者）

★その他
Character Studio（ｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾞｯｽﾞ

★旅する
フレンドシップツアーズ
KSB トラベル
AS レンタカー

【マンダウエ市】
味源（らーめん）
神楽（和食）
オイスターベイ ( シーフード )

【マクタン島】
だるま（和食）
空海（和食）
夜桜（和食）
マリバゴグリル
　（フィリピン料理）

Cell：0917-7171-839.

日英翻訳
(Document Translation)

＊公文書 / 証明書 ＊契約書等＊仕様書 / マニュアル
（横浜市立大学文理学部英文科卒  鈴木 了）

遺族年金申請手続
(Procedures for Pension Benefits to a Filipino 

＊フィリピン妻子への遺族年金申請手続。
（日本国での担当：宮下 尚之 伊東市社会保険労務協会）。

法律相談
(Legal Advice & Assistance).

弁護士による諸手続・法律相談

TEL：423-4307.  FAX：263-0614.  

www.cebu-mactan.jp  www.mactanboy.com

＊会社設立 (SEC/DTI)(Mepz 含む ) ＊養子縁組・離婚訴訟等。
（担当：弁護士ダニロ シノブハン 日本語話します）。

…

… …

… …

…

● Inquiry: D'Tratou Cebu Translation & Travel Assistance

●
Washington South St, Royale Cebu ●

[Certificate No:01722432]

★セブ島通信に記事を掲載したい方は
「メール：       info@jac.ph」迄、お問合せください。

★セブ島通信では、発行日（奇数月の月初）
の 1 ヶ月前を締切として原稿を公募しております。

ルビリゾート・サンタンダー
担当者　辻晶夫　

連絡先　akio@lubi-resort.com 0916-766-3212

職種　ダイビング・リゾートスタッフ

掲載希望の方は日本人会まで。法人会員、個人会員の方は掲載無料です。

★求人情報

協賛店募集のお知らせ

セブ日本人会では協賛店を募集しております。

ご希望の方は日本人会までお知らせ下さい。協賛店になって頂いた

お店はセブ島通信でご紹介をさせていただきます

★セブ島通信に記事を掲載したい方は「メール：info@jac.ph」迄、お問合せください。
★セブ島通信では、発行日（奇数月の月初）の 1 ヶ月前を締切として原稿を公募しております。



  
Since 1983, Cebu  J apanese

常
勤
講
師
、

非
常
勤
講
師
募
集

小
学
部　

花
尾
亜
美
、
加
藤
龍
司
、

若
菜
妙
玲
、
田
中
謙
人
、
山
口
ミ
カ

エ
ラ
レ
イ
ナ
、
大
鋸
勇
飛
、
大
澤　

航

央
、
岡
花
蓮
、
秋
山
宙
大
、
螺
良
ジ
ャ

ス
テ
ィ
ン
、
山
田
イ
ッ
シ
ィ
カ
イ
ル
、

橋
本
真
由
美
、
神
田
え
み
こ
、
三
浦

キ
シ
リ
ー
ジ
ョ
イ

中
学
部　

秋
山
健
太
郎
、
外
山
清
、

螺
良
ジ
ェ
ー
ム
ス
、
山
口
恵
莉
、
西

尾
か
り
ん

三
月
二
十
八
日
セ
ブ
日
本
人
補
習
校

に
て
、
平
成
二
十
六
年
度
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
セ
ブ

領
事
事
務
所
の
平
川
所
長
、
セ
ブ
日

本
人
商
工
会
議
所
の
黒
田
副
会
頭
よ

り
祝
辞
を
、
今
期
で
任
期
を
終
え
ら

れ
る
神
田
校
長
か
ら
は
、
卒
業
証
書

授
与
と
と
も
に
一
人
一
人
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
く
だ
さ
る
場
面
も
あ
り
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
も
と
、
日
本
人
会
の
三

村
会
長
か
ら
は
新
た
な
る
出
発
に
ふ

さ
わ
し
い
激
励
の
お
言
葉
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

精
勤
賞
受
賞
者　

三
浦
キ
リ
サ
ミ
ー
、

小
野
一
郎
、
森
野
晃
、
花
尾
ユ
リ
カ
、

菅
原
美
幸
、
白
石
紅
愛
、
鈴
木　

仁
志
、

菅
原
優
一
、
川
村
芽
生
、
若
菜
綾
奈
、

田
村
フ
ェ
イ
ス
メ
ア
、
高
橋
正
夫
、
小

野
ゆ
う
こ
、
小
野
ゆ
う
こ
、
小
野
サ

イ
ラ　

卒
業
式
の
際
に
は
精
勤
賞
の

受
賞
も
あ
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
も
う
卒
業
式

だ
と
い
う
こ
と
で
時
間
の
流
れ
の
早

さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
と
は
い
つ
も
同
じ
教
室
の
中

で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
上

級
生
は
男
の
人
が
多
か
っ
た
せ
い
も

あ
り
、
な
か
な
か
一
緒
に
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
、
今
と

な
っ
て
心
残
り
で
す
。
で
も
、
み
ん

な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
接
し
て
く
れ
た
の

で
、
上
級
生
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

に
親
し
み
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
同

じ
教
室
で
勉
強
し
て
い
る
中
で
、
歴

史
や
社
会
の
ニ
ュ
ー
ス
の
話
な
ど
、
面

白
そ
う
な
授
業
を
受
け
て
い
て
い
つ
も

楽
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し

た
。

　

マ
ニ
ラ
か
ら
の
先
生
た
ち
が
出
張
で

来
て
く
れ
た
時
や
、
運
動
会
の
時
、

合
同
授
業
な
ど
、
決
し
て
多
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
緒
に
勉
強
や
活
動
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
卒
業
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
先
の
日
本
人
補
習
校

は
さ
び
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
卒

業
し
て
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

小
学
部
十
四
名

・
中
学
部
五
名
の

卒
業
生
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
千
秋

卒
業
生
を
贈
る
言
葉
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卒
業
お
め
で
と
う
！

  

四
月
十
一
日
平
成
二
十
七
年
度
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

セ
ブ
日
本
人
補
習
校
で
は
、
十
一
名

の
生
徒
た
ち
が
入
学
し
ま
し
た
。
来

賓
の
セ
ブ
領
事
事
務
所
の
平
川
所
長
、

セ
ブ
日
本
人
商
工
会
議
所
の
田
中
会

頭
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
、
校
長
代

理
と
し
て
蝶
谷
運
営
委
員
長
、
日
本

人
会
の
平
澤
理
事
よ
り
歓
迎
の
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

一
人
一
人
、
司
会
か
ら
名
前
を
呼
ば

れ
て
元
気
に
返
事

・
起
立
す
る
小
さ

な
新
入
生
た
ち
が
印
象
的
で
し
た
。

セ
ブ
の
中
の
日
本
を
少
し
で
も
感
じ

取
り
な
が
ら
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

入
学
お
め
で
と
う
！

宇
宙
留
学

日
本
で
唯
一
、
実
用
衛
星
の
打
ち

上
げ
が
行
な
わ
れ
て
い
る

「
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」
で
有
名
な
鹿

児
島
県

・
種
子
島
で
実
施
さ
れ
て

い
る
、
小
学
生
向
け

「
宇
宙
留
学
」
。

こ
の
度
、
セ
ブ
補
習
校
か
ら
田
郷

竜
之
介
く
ん
が
、1

年
間
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
留
学
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
る

出
発
を
お
祝
い
し
、
竜
之
介
く
ん

の
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

田
郷　

竜
之
介

ぼ
く
は
、
勉
強
を
し
て
将
来
科
学

者
に
な
っ
て
、
空
飛
ぶ
船
を
作
り

た
い
で
す
。
そ
の
た
め
宇
宙
り
ゅ

う
が
く
で
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
た
い
で

す
。

た
と
え
ば
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
、

海
亀
放
流
、
い
も
ほ
り
、
そ
し
て

お
別
れ
遠
足
で
行
く
森
で
見
た
こ

と
も
な
い
虫
や
動
物
を
見
て
み
た

い
で
す
。

ぼ
く
は
、
宇
宙
に
行
っ
て
や
っ
て
み

た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
無
重
力
の
所
で
水
を
う

か
ば
せ
る
こ
と
、
あ
と
、
ロ
ケ
ッ
ト

の
中
に
あ
る
ト
イ
レ
を
使
っ
て
み
る

こ
と
、
そ
し
て
火
星
に
行
っ
て
ロ
ボ
ッ

ト
に
会
っ
て
、
地
球
人
い
が
い
の
宇

宙
人
を
見
つ
け
て
み
た
い
で
す
。

ぼ
く
は
、
宇
宙
留
学
に
入
れ
て
す

ご
く
う
れ
し
か
っ
た
け
ど
、
悲
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
セ

ブ
の
み
ん
な
と
別
れ
る
か
ら
で
す
。

も
し
か
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
帰
っ

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぼ
く

は
そ
の
日
を
ま
っ
て
い
ま
す
。

新
校
長
か
ら
の
ご
挨
拶

セ
ブ
日
本
人
補
習
授
業
校

　
校
長

　
　
　
　
　
　
　
田
中
研
吾

4
月
よ
り
前
校
長
の
神
田
氏
よ

り
引
継
ぎ
今
年
度
の
補
習
校
校

長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
約
1
0
年
ほ
ど
前

に
も
補
習
校
校
長
を
任
さ
れ
4

人
の
我
が
子
が
こ
の
学
校
を
卒

業
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
出
戻

り
に
な
り
ま
す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

補
習
授
業
校
は
毎
週
土
曜
日
3

時
間
程
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
日
本
語
の
勉
強
を
す

る
の
は
か
な
り
大
変
な
事
で
す
。

家
庭
は
第2

の
教
室
と
言
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
族
の
全
面
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
児
童
に
身
に
つ
く
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

近
年
活
躍
さ
れ
る
方
が
英
語
の

大
事
さ
を
良
く
語
ら
れ
て
い
る

の
を
見
聞
き
し
ま
す
が
、
私
た
ち

日
本
人
に
と
っ
て
の
日
本
語
の

大
事
さ
の
方
も
年
を
追
う
ご
と

に
感
じ
ま
す
。
補
習
校
の
生
徒
、

先
生
、PTA

の
皆
様
方
と
協
力
し

合
っ
て
み
ん
な
で
成
長
し
て
い

け
る
学
校
作
り
が
出
来
る
よ
う

努
力
し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

セ
ブ
日
本
人
補
習
校
で
は
、
毎
週

土
曜
日
に
子
ど
も
た
ち
に
勉
強
を

教
え
て
く
れ
る
先
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
補
習
校
の
教
員
職
に
は
、

・
ク
ラ
ス
の
担
任
と
な
り
、
毎
週
指

導
を
す
る
常
勤
講
師
。

・
常
勤
講
師
が
諸
事
情
に
よ
り
ク
ラ

ス
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
際
に

ク
ラ
ス
の
代
行
を
行
う
非
常
勤
講

師
。

　

と
言
う
２
つ
の
役
割
が
あ
り
ま

す
。
が
、
現
状
、
ど
ち
ら
も
担
当

者
の
数
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状

況
に
あ
り
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

。

　

興
味
が
あ
る
方
は
、
以
下
の
連

絡
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

セ
ブ
日
本
人
補
習
授
業
校
運
営
委

員

会 
 

　
　

電

話　

3
4
3
-
8
0
6
6

　
E
-
m
a
i
l

　

c
e
b
u
_
h
o
s
h
u
k
o
@

h
o
t
m
a
i
l
.
c
o
m

　

皆
さ
ん
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

4 月 11 日　入学式

5 月 2 日　PTA 総会

5 月 2 日　こいのぼり

6 月 6 日　全校体育授業

7 月 4 日　七夕

10 月 5 日　セブ大運動会

12 月 5 日　クリスマス会

1 月 9 日　新年会

2 月 6 日　節分

3 月 5 日　ひなまつり

3 月 19 日 卒業式

年間行事計画



【怒濤の 1 日 14 時間勤務、28 連勤！】

『たけ、１ヶ月借りていい？』

QQEnglish の新校舎シーフロント校もオープンまであと数ヶ月という頃、オフィス

に突然現れた社長の一言が私の怒濤の日々の始まりでした。

〝工事が遅れている〟それ以外の詳細は知らされず、たどり着いた先はオープン目前

の新校舎とは思えない工事現場でした。ここで私が任された任務は、工事現場の総

勢 200 名を超えるフィリピン人ワーカーのうち約 30 名をマネジメントすることで

した。ペンキの強い匂いや砂埃が立ちこめる現場で、これからこんなところで仕事

をするのか !? 本当にここを数ヶ月でリゾート感の味わえる語学学校にできるのか !?

というのが率直な感想でした。

　幼い頃からみんなの先頭に立つことが多くリーダーシップをとるのが得意だった私は、ここでも得意分野を発揮する気持ちでいたのですが、

実際のところはそんなに甘いものではありませんでした。

30 名を超えるワーカーのスキル、役割、そして上下関係を把握したうえで指揮をと

らなければいけない状況に、私はすでに混乱状態でした。そんな中まず立ちはだかっ

た壁は、私の指示にワーカーが全く耳を傾けてくれないこと。

知識もなにもない若僧がいきなり指揮をとることは、彼らにとって面白くないのは当

然です。しかし、彼らの作業効率を改善しなければオープン前に工事を終わらせるこ

とは不可能だと感じました。その為、時には怒鳴り合って、ぶつかり合いながらも自

分の任務に努める必要がありました。英語があまり得意ではないワーカーもいて意思

疎通が思うようにいかず、作業効率もほとんど改善されないまま想像以上にストレス

を感じる日々が続きました。

　更に立ちはだかったのは日本人とフィリピン人の価値観の違い。

日本クオリティに慣れている私にとっての ” 当たり前 ” が彼らにとっては全く違います。例えば、ドアノブの位置が逆、窓の向きが逆、コン

セントの位置も逆（笑）。例を挙げればキリがありあませんが、とにかく思うように作業は進みませんでした。

　しかし、タイムリミットは迫ってきます。どうすればいいのか試行錯誤を重ねながら、時には私自身も工具を持ち出して一緒に作業やメン

テナンスをすることもありました。また、少しだけ知っている現地の言葉を会話に織り交ぜながら、何度も何度もワーカーに向き合い、話し

合いを行いました。

　そんな中、〝ここはどうしたらいい？〟と質問を投げかけてくるワーカーが現れま

した。その頃から徐々にお互いがわかり合っていくのを実感し、彼らを中心に作業は

どんどんはかどっていきました。予定していたここでの業務は１ヶ月のはずでしたが、

本来の業務を仲間に投げたまま、気付いた頃には約４ヶ月が経過していました。笑

工事には予想以上に時間を要しましたが、なんとかオープン日までに完成させる事が

できたのは、私に心を開いてくれた彼らのお陰だと思っています。

　この日々は正直文章では伝えきれないほど辛く、困難と失敗の連続でしたが、私を

大きく成長させてくれました。異文化のチームで目標を達成する為に試行錯誤の連続、

劣悪な環境で培われた忍耐力、身についた事は多くあります。また、何よりチームで

一つの大きなプロジェクトを成し遂げることの喜びを知ることができました。

　完成したシーフロント校に足を運び、生徒の方々が活き活きと授業を受けている姿を見ると感無量の気持ちでいっぱいになります。そして

よく頑張ったな、と時々自分で自分を褒めてやったりもしています。

　普通であれば、私のような若僧にこのような大きなプロジェクトを任せることはなかなかないことだと思います。当初はその事に疑問を抱

くこともありましたが、今ではこの機会を与えてくれた社長に感謝しています。更に私のいない間に本来の仕事をサポートしてくれた仲間達

にも本当に感謝しています。ありがとうございました！

＊　セブ在住者向けビジネス英語クラス（中級者）

　毎月第 2、第 4 水曜日開催（5 月 13 日＆ 27 日、6 月 10 日＆ 24 日）
　場所：QQ English (IT Park Skyrise4 ビル 8 階 )

　時間：6:30PM ~ 8:00PM
  参加費：P200.00/ レッスン

　（お試しを兼ねて、1 回からの参加も歓迎致します）
　参加希望・お問い合わせは、下記までお願いします。

　電話：032-318-9600　E-mail: desiree@qqeng.com
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協賛店紹介　ルビ・リゾート・サンタンダー

ルビリゾートはセブ島の最南端に位置し、オスロブ、スミロン島、アポ島、バリカサ

グ島へボートで気軽に行くことができる、ダイバーにとって最適の場所です。特にオ

スロブのジンベエザメのポイントには、日系のリゾートの中では最も近いので、とっ

ても便利です。

リゾートの前にはキレイな海が広がり、ダイバー以外のお客様にもたくさんお越し頂
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ジュニアスイートルーム（ツインベッドルーム）

１部屋１泊１３，０００円（ピークシーズン１６，９００円）

お食事コースメニュー　３食４，２９０円
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バリカサグ島ツアー、アポ島ツアー、リロアンダイビング

ジンベエザメツアーなど、各種スノーケリング、ダイビング

お店の名前 ルビ・リゾート・サンタンダー
お店の名前（英語表記）Lubi  Resort Santander
営業時間 年中無休
定休日 なし
住所 Poblacion，Santander, Cebu, Philippines

セブマクタン空港から当リゾートまで車で３時間３０分

（有料送迎サービス有り）

セブ島最南端のサンタンダーという町にあります。

ジンベエザメで有名なオスロブのすぐ隣町、そしてダイビングで

有名なリロアン村はこのサンタンダー町の中にあります。

電話番号 032-480-9038
メールアドレス info@lubi-resort.com
ホームページ http://www.lubi-resort.com
お問合せ担当者名 辻 晶夫

広告募集中です。セブ島通信の印刷費は
広告料金でまかなっています。ぜひご協

力ください。

【広告料金】
①　3 分の１　2 段　　800 ペソ
②　2 分の１　2 段　1,200 ペソ
③　3 分の 2 　2 段　1,600 ペソ
④　全幅　　　2 段　2,400 ペソ

【お願い】
1. 最低６ヶ月は継続して下さい。
2. この 3 号分は同一原稿です。
3. お支払いは前金原則です。
4. 完成した原稿をご用意下さい。

【お申し込みは】
セブ日本人会事務局

電話：032 － 343-8066
FAX：032 － 343-7663
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何
年
か
前
に
、
今
住
ん
で
い
る
家
の
近
く
に
土
地

を
買
い
、
家
を
建
て
か
け
て
い
た
が
、
様
々
な
諸

事
情
に
よ
り
放
置
さ
れ
、
風
の
噂
で
は
現
在
は
養

鶏
場
に
な
っ
て
い
る
と
か
。
そ
の
現
状
は
、
無
駄

に
腹
を
立
て
る
だ
け
な
の
で
、
敢
え
て
見
な
い
こ

と
に
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
い
つ
か
は
立
派
な
家

を
完
成
さ
せ
、
一
家
で
移
り
住
む
夢
も
捨
て
き
れ

ず
、
今
、
住
ん
で
い
る
家
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
壊

れ
て
も
本
格
的
に
修
理
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て

い
た
。
し
か
し
雨
漏
り
は
日
に
日
に
激
し
く
な

り
、
天
井
の
ベ
ニ
ヤ
板
が
今
に
も
落
ち
て
く
る
の

で
は
、
と
雨
が
降
る
た
び
に
心
配
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
生
活
に
も
疲
れ
果
て
た
。
も
う
す
っ
ぱ
り

と
新
し
い
家
は
諦
め
て
、
こ
こ
に
住
む
と
腹
を
く

く
り
、
大
規
模
な
家
の
改
修
工
事
を
す
る
こ
と
に

し
た
。

ま
ず
や
っ
ぱ
り
屋
根
は
全
部
取
り
替
え
よ
う
。
よ

く
道
端
の
建
築
用
材
販
売
店
の
脇
に
カ
ラ
フ
ル
な

屋
根
の
サ
ン
プ
ル
が
飾
っ
て
あ
る
。
実
は
あ
れ
に

密
か
に
憧
れ
て
い
た
。
だ
っ
て
今
は
波
ト
タ
ン
だ

し
。
し
か
し
屋
根
の
上
に
上
っ
た
夫
は
、
ま
だ
ま

だ
こ
の
波
ト
タ
ン
で
い
け
る
、
と
言
い
、
私
の
憧

れ
の
屋
根
は
却
下
さ
れ
、
ペ
ン
キ
の
み
を
塗
り
直

す
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
長
年
気
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
部
屋
の
壁
の

上
と
下
の
巾
木
で
あ
る
。
数
年
前
に
夫
が
い
き

な
り
取
り
付
け
た
。「
お
金
持
ち
の
家
み
た
い
で

し
ょ
。」
と
夫
は
満
足
気
で
あ
っ
た
が
、
私
に
は

何
の
た
め
に
取
り
付
け
ら
れ
た
の
か
未
だ
に
理
解

で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
何
に
も
な
け
れ
ば
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
い
た
ん
だ
け
ど
、
少
し
前
か
ら
シ
ロ

ア
リ
の
餌
食
に
な
り
、
粉
末
だ
し
の
よ
う
な
粉
を

見
つ
け
る
た
び
に
殺
虫
剤
を
振
り
か
け
て
い
た

が
、
い
た
ち
ご
っ
こ
で
、
い
っ
そ
こ
ん
な
も
ん
と
っ
ぱ
ら
っ

て
く
れ
、
と
全
部
取
り
外
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
し
て
壁
を
塗
り
替
え
た
。
今
ま
で
は
白
か
っ
た
が
、
わ
ん

ぱ
く
盛
り
の
二
人
の
子
供
の
兄
弟
喧
嘩
が
絶
え
ず
、
以
前
、

刑
務
所
の
壁
を
薄
い
ピ
ン
ク
に
し
た
ら
、
争
い
ご
と
が
減
っ

た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
を
思
い
出
し
、
薄
い

ピ
ン
ク
に
し
て
み
た
が
、
未
だ
に
効
果
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

こ
ち
ら
の
人
は
、
何
も
ど
か
さ
ず
に
平
気
で
ペ
ン
キ
を
塗

る
。
以
前
に
も
大
き
な
タ
ン
ス
を
そ
の
ま
ま
に
ペ
ン
キ
を
塗

ら
れ
、
タ
ン
ス
の
後
ろ
は
塗
ら
れ
て
い
な
い
わ
、
タ
ン
ス
に

も
べ
っ
た
り
と
ペ
ン
キ
が
つ
い
て
い
る
わ
で
、
た
い
へ
ん
な

こ
と
に
な
っ
た
の
を
思
い
出
し
、
今
回
は
自
ら
家
具
を
ど
か

し
、
ど
か
し
た
家
具
に
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
る
等
の
対
応
を
し

た
が
、
終
わ
っ
た
と
思
っ
て
元
に
戻
し
た
と
こ
ろ
に
ま
た
塗

り
直
さ
れ
た
り
し
て
、
結
局
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
ペ
ン
キ
を

ポ
タ
ポ
タ
と
落
と
さ
れ
た
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
何
と
か
無
事
に
改
修
工
事
が
終
了
し
、
し

ば
ら
く
経
っ
た
あ
る
日
、
親
戚
連
中
が
神
妙
な
面
持
ち
で
我

が
家
に
や
っ
て
来
た
。
今
、
み
ん
な
住
ん
で
い
る
土
地
は
夫

の
祖
母
の
名
義
だ
そ
う
で
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
測
量
し
て
、

そ
の
子
供
た
ち
名
義
に
し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
測
量
に
だ
っ
て
、
名
義
を
変
更
す
る
手
続
き
だ
っ
て
お
金

が
か
か
る
。
な
の
で
、
必
然
的
に
お
金
の
あ
る
人
が
優
位
に

話
を
進
め
ら
れ
る
。
姑
は
経
済
的
に
は
全
部
、
私
た
ち
夫
婦

頼
り
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
、
姑
の
前
に
私
た
ち
の

と
こ
ろ
に
説
明
し
に
き
た
ら
し
い
。
基
本
的
に
土
地
の
ゴ
タ

ゴ
タ
に
は
関
知
し
な
い
と
決
め
て
い
る
が
、話
を
聞
く
限
り
、

き
ょ
う
だ
い
の
中
で
も
経
済
的
に
苦
し
い
人
た
ち
は
、
ハ
ナ

か
ら
道
路
か
ら
離
れ
た
奥
の
土
地
に
追
い
や
ら
れ
、
結
局
は

先
に
建
て
た
も
ん
勝
ち
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
数
日
後
、

測
量
に
や
っ
て
来
た
。
し
ば
ら
く
し
て
呼
ば
れ
た
の
で
、
外

に
出
て
み
る
と
、
こ
こ
ま
で
は
隣
の
叔
父
さ
ん
の
土
地
だ
と

言
わ
れ
た
の
が
、
我
が
家
の
テ
ラ
ス
と
部
屋
の
一
部
が
入
っ

て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
あ
ん
な
に
苦
労
し
て
掘
っ
た
井

戸
も
叔
父
さ
ん
の
土
地
に
な
る
と
い
う
。
測
量
技
師
が
こ
こ

ま
で
が
何
々
平
米
で
、
と
私
に
説
明
を
し
て
い
る
が
、
シ
ロ

ウ
ト
の
私
が
見
て
も
、
こ
れ
っ
て
単
純
に
向
こ
う
の
端
か
ら

直
線
で
区
切
っ
て
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
ね
。
姑
の
土

地
と
い
う
と
こ
ろ
の
半
分
く
ら
い
は
、
空
き
地
。
こ
れ
を
う

ま
く
調
整
し
て
、
今
、
建
っ
て
い
る
家
の
地
べ
た
と
井
戸
を

全
部
、
姑
名
義
に
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
ね
、
っ
て
話
だ
。

す
る
と
、
測
量
士
が
そ
れ
は
で
き
な
い
、
と
即
答
す
る
。
も

う
め
ん
ど
く
さ
い
の
で
、
わ
か
り
ま
し
た
よ
、
そ
れ
な
ら
こ

こ
は
叔
父
さ
ん
の
土
地
で
い
い
で
す
よ
、
叔
父
さ
ん
が
出

て
行
け
と
言
う
な
ら
、
す
ぐ
に
出
て
い
き
ま
す
よ
、
と
開
き

直
っ
た
ら
、
親
戚
連
中
が
み
ん
な
で
、
い
や
い
や
、
そ
ん
な

こ
と
は
し
な
く
て
い
い
、と
慌
て
て
私
を
な
だ
め
た
。
正
直
、

い
つ
か
は
そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い

た
。
し
か
し
何
も
改
修
工
事
を
終
わ
ら
せ
た
直
後
の
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
と
な
る
と
、
親
戚
連
中
の
陰
謀
か
、
と
ま
で

疑
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
数
日
後
、
測
量
を
や
り
直
し
、
我
が

家
の
敷
地
と
井
戸
は
何
と
か
守
ら
れ
た
。
親
戚
連
中
は
、
あ

の
測
量
士
は
イ
ン
チ
キ
だ
と
口
々
に
言
っ
て
い
た
が
、
そ
ん

な
イ
ン
チ
キ
に
頼
ん
だ
の
は
誰
な
ん
だ
っ
て
思
う
し
、
測
量

士
が
私
に
説
明
し
て
い
た
時
に
誰
も
お
か
し
い
と
思
っ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
し
、
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち
で
あ
る
と
私

は
思
う
。

女 34 歳　セブ島で楽しく明るい貧乏生活
JUNKO

いよいよ夏本番を迎え、エアコンなしの生活が厳しくなってきました。
今回は、フィリピンのママから感じた「与えられることの喜び」と、日本でブームの「断捨離」について考えてみます。フィリピン人のママたち
は、いつも私がゴミだと思って捨てようとするものを、宝物のように喜んで家に持ち帰ります。勿論私は、まだまだ食べられる食品やきれいな服
を捨てようとしているわけではありません。ママに人気なものは、食品トレイや、調味料のボトル、お菓子の箱などなどです。特に日本から頂い
たお菓子の箱は丈夫できれいなものが多いので、大人気です。
そんな中でも、私の心に残るできことが一つあります。セブ市内で大規模火災が発生し、その支援のため大量の毛布をご寄付いただいたことがあ
りました。その中に、数枚ですが汚れがひどく、火災後の避難所でも配布していいか迷ってしまうものがありました。それらの毛布をママたちは、
いつものように宝物のように家に持ち帰りました。数日後、そのママの家に訪問すると、誇らしげに「川で洗ったら、こんなにきれいになった。
まだまだ使えるわ」と満面の笑みで私にその毛布を見せてくれました。
　一方日本では今「断捨離」という言葉がよく使われています。必要のないものを捨て、ものへの執着を捨てるということだそうです。そもそも
必要のないものを買い込み、使わなければ捨て、さらに良いもの、便利なものを求める生活。「断捨離」は人間関係においても使われるそうです。
必要のない人間関係を断ち切り、ストレスのない生活を送る。
　まさに、このフィリピンとは真逆の発想ではないでしょうか。ものが溢れる社会では、人は「欲する気持ち」を失っていきます。「欲する」前
に与えられ、必要がないからと捨てることを迫られ、より良いものを求めていかなければいけない日本。「欲する気持ち」を常に持ち、与えられ
た時に喜びを味わうことが出来るフィリピン。面倒な人間関係には極力関わらずに、孤独を感じる日本。どんなことでも家族や地域で、わいわい
ごちゃごちゃと話合おうとするフィリピン。もちろん、それぞれいい点と悪い点はありますが、私はここフィリピンで、「逆断捨離」生活を楽し
んでみたいと思います。
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